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◇◇◇中野神明小学校・多田小学校・新山小学校は平成 29年度に 3校から 2校に統合します◇◇◇ 

 

 

第８号 

発行：多田小学校・新山小学校統合委員会 

 

このニュースは、「多田小学校・新山小学校統合委員会」における協議の状況を、保護者や地域の

皆様にお知らせするために発行しています。今号では、２月４日に開催された統合委員会における協

議の概要をお知らせします。 
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（仮称） 

統合新校の校名候補として、「中野区立

南台小学校」を選定しました。選定理由は

以下のとおりです。 

 

・「南」は太陽が頂に達する方向で温かい

イメージがあり、「台」は基礎となるも

の、土台という意味がある。子ども達が

学ぶ学校の名前に相応しい。 

・地域や子どもたちに馴染みのある名前を

校名に使用することで、統合新校が地域

とともに発展していくという思いを込

めた。 

・「南」が付くことによって、南中野地域

の小学校・地域の連帯感をさらに深め、

小中連携の南中野中学校とも繋がりが

感じられる。 

  

 

 

校名候補を選定しました 

 

・検討方法の協議（2回） 

平成２７年４月３０日、５月２８日          

・統合新校の校名募集（２か月間） 

７月６日～９月７日              

・校名の協議（３回） 

９月２４日、１１月１０日、 

平成２８年２月４日 

（今後の予定） 

・平成２８年６月に区議会の議決を得

て正式決定 

 

 

 

校名の選定経過 

次号で、統合新校の校歌の歌詞に

入れたい単語と校章のデザインを

募集することになりました。皆様の

応募をお待ちしています！！ 

▲吉成委員長（中央）、黒羽副委員長（右） 

から田辺教育長（左）へ報告しました 

☆中野神明小学校・新山小学校の統合新校の校名候補は、「(仮称)中野区立みなみの小学校」となりました。 
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◇◇◇中野神明小学校・多田小学校・新山小学校は平成 29年度に 3校から 2校に統合します◇◇◇ 

第９回統合委員会は、３月８
日（火）に開催しました。 
第１０回統合委員会は５月末
の予定です。 

編集・発行：多田小学校・新山小学校統合委員会 
事務局：中野区教育委員会事務局学校再編担当 
TEL：03-3228-5548 FAX：O3-3228-5679 

※ 統合委員会の会議要旨は、区役所５階・教育委員会事務局学校再編担当または教育委員会ホームページでご覧になれます。 

 

多田小・新山小統合新校
(仮称　中野区立南台小学校)

中野神明小・新山小統合新校
(仮称　中野区立みなみの小学校)

平成29年度 多田小の位置で開校 新山小の位置で開校

平成30年度

平成31年度

平成32年度 夏頃に新校舎に移転（中野神明小の位置）

平成33年度

平成34年度

平成35年度 新校舎に移転（多田小の位置）

多田小の位置で学習

新山小の位置に移転

新山小の位置で学習

中野神明小の位置で学習

 

 

 

 

 

 

 

 

 

なかよしスマイル交流会 ③ 
統合対象校では、統合後の学校運営を円滑に行

うために交流事業を実施しています。２月１２日

に中野神明小・多田小・新山小の４年生が参加し

た「なわとび教室」が行われました。 

ギネス記録を６つ持っている生山ヒジキ氏に

お越し頂き、かっこいい決めポーズや、難しい技

を教えてもらいました。どうすれば上手に跳べる

か考えて、工夫しました。交流会も３回目となり、

皆が南中野地域の仲間なんだという意識が高ま

ってきています。 

来年度も引き続き交流事業を行っていきます。 

平成 27年 11月に施設の整備方法を 

大規模改修から改築(建て替え)へ変更しました 

（理由） 

  中野区立小中学校再編計画（第 2 次）及び中野区立小中学校施設整備計画では、原則として大

規模改修により 30 年程度の長寿命化を図り、大規模改修から 30 年を経過した時点で改築する

こととしていた。具体的な検討を進める中で、学校再編計画を策定した時点より児童・生徒数の

増加が見込まれており、少子化対策にあわせて、区もさらなる子育て支援策を講ずることとして

いることから、今後6歳～14歳の人口が増加していくことが想定される。 

こうしたことから一定の児童・生徒数の増加に対応するためには、大規模改修では教室数を確

保することができないことや、新たな教育活動への対応や地域との連携に必要な施設なども確保

しにくいことが判明した。 

その結果、一定の児童・生徒数に対応できる学校施設を確保しつつ、安全で安心な教育環境を

早期に整えていくためにも、中野区立小中学校再編計画（第 2次）及び中野区立小中学校施設整

備計画において、大規模改修としている学校は、原則改築とする。 

 
変更後のスケジュールについて 

 

決めポーズ！縄を腕に巻きつけます 


